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1 ．はじめに
（1）研究の背景と目的
愛知県・長野県・静岡県の県境地域の自治体で構
成される三遠南信地域では、これまで県境を越えた
交流や連携した取り組みが行われてきた。特に、県
境中山間地域の小規模自治体では共通課題を有して
おり、行政界を越えて共通課題に対して連携して取
り組み課題解決を図っている。このような課題解決
はもちろんのこと三遠南信地域は都市部と中山間部
を併せ持つ地域であることから都市と中山間の交流
を契機とした人脈形成や新規ビジネス開拓など新た
な創発も期待できる。
以上の背景のもとに、本研究では三遠南信地域の中
山間に位置する自治体の越境した連携・交流の実態を
把握することを目的に県境中山間自治体を対象に聞き
取り調査を実施した。

（2）研究の方法
県境中山間地域の連携 ･交流の実態を把握するため
に、県境中山間地域の自治体に聞き取り調査を実施し
た。聞き取り調査では、連携・交流活動の主体や活動
の概要及びその効果等について尋ねた。
聞き取り調査は三遠南信地域の県境中山間に位置
する自治体を対象とし、長野県 4町村、静岡県浜松
市天竜区、愛知県 2町に実施した。静岡県浜松市は
合併以前の中山間地域である旧水窪町、旧佐久間町
（現天竜区）を対象として天竜区役所、水窪協働セン
ター、佐久間協働センターに聞き取りを実施した（表
1）。聞き取り調査の結果は、活動内容で分類を行い
整理した。

その中で長年にわたって県境中山間自治体の連携を
担ってきた「愛知・長野県境域開発協議会」について、
設立の背景から現在までの活動及び果たした役割等に
ついて詳細を調査した。

表 1　聞き取り調査の実施概要
第 1回聞き取り調査 第 2回聞き取り調査

実施日 平成26年1月16～17日 平成26年3月25～27日

対象
【長野県】根羽村、売木村、

阿南町、天龍村

【静岡県】浜松市天竜区（旧

水窪町、旧佐久間町）

【愛知県】東栄町、設楽町

2 ．三遠南信地域の県境中山間地域における連携・
交流の現状と課題

（1）県境中山間地域における連携 ･交流の現状
聞き取り調査で分かった三遠南信地域における県
境中山間地域の連携・交流の現状を表 2にまとめた。
その連携・交流活動の内容を分類すると主に以下のよ
うな形態が見られる。
1）流域中心の交流
長野県根羽村と愛知県西三河都市部では矢作川流域
地域で越境した交流がある。その他にも愛知県東三河
地域では中山間部の設楽町と都市部との豊川水系を中
心とした流域地域の交流等がある。
2）スポーツ・イベントの交流 
スポーツ・イベントの交流は多く、浜松市水窪で開
催される静岡県浜松市と長野県飯田市による「峠の国
盗り綱引き合戦」は有名である。他にも天龍村の「天
龍梅花駅伝」、阿南町新野地区の「新野千石平ロード
レース」には、県外から多くの参加者が訪れる。また、
長野・愛知県境では県境を越えたトレイルマラソン大
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会の構想や長野県根羽村と愛知県のプロスポーツチー
ムの交流等がある。
3）教育・住民団体・NPOの交流 
教育機関や住民団体、NPO 団体等の交流もある。

例えば、長野県阿南町と愛知県田原市は友好提携によ
る小学生中心の交流を実施しており、静岡県浜松市佐
久間と豊根村富山小学校（愛知県）も交流がある。ま
た、三遠南信地域の住民団体が連携する「三遠南信地
域住民ネットワーク協議会」もある。
4）地縁・血縁の交流 
地縁や血縁関係による交流もあり、具体的には、長
野県阿南町と愛知県弥富市では弥富市在住の阿南町出

身者との交流を予定している。また、長野県阿南町新
野地区と愛知県豊根村、長野県天龍村と愛知県豊根村
では親戚関係による交流があることが分かった。
5）文化的交流
祭りなどを通じた文化的交流としては、三遠南信地
域の「祭り街道」事業をはじめ、東栄町では盆踊りを
通じた他地域との交流、愛知県設楽町と静岡県浜松市
佐久間では歌舞伎を通じた交流が行われている。
6）町村越境連携
三遠南信地域には自治体・経済団体・住民団体間の
連携を目的とした三遠南信地域連携ビジョン推進会議
（SENA）がある。その他に、県境中山間では自治体間

表 2　県境中山間地域における連携 ･交流の概要
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の越境連携を目的として長野県阿南町、売木村、天龍
村、根羽村、愛知県豊根村で構成される「愛知・長野
県境域開発協議会」がある。
以上のように、三遠南信地域の県境中山間では越境
した交流・連携活動が行われている。その活動内容は、
流域圏自治体間の交流、スポーツ・イベントによる交
流、教育・住民団体・NPO 団体の交流、地縁・血縁
による交流、祭りや歌舞伎等の伝統的文化に関する文
化的交流、協議会を組織して住民交流や連携活動を
行っている町村越境連携といった内容があることが把
握できた。

（2）県境中山間地域における連携・交流の課題
聞き取り調査では、越境した連携・交流による効果
と課題についても意見が挙がった。越境した連携・交
流による効果では、つながりの創出や知名度アップ、
移住者の創出等の効果があったことが分かった。どの
町村でも、越境的な連携・交流の重要性は認知してお
り、住民の生活圏が県境を跨いでいるため、交流を重
視したいといった意見や中山間地域での連携・交流に
加えて都市部との連携・交流に積極的に取り組む必要
性を感じているといった意見があった。特に、三遠南
信地域内で都市部と中山間部での補完に対する期待が
ある。
一方で、交流の重要性は認識しているが、具体的な
越境連携・交流活動に繋がっていないといった課題や
連携・交流活動の継続性の課題、合併によって範囲が
拡大し、三遠南信地域内の越境的交流より同自治体内
の中山間地域と都市部との交流が優先されている現状
があることも分かった。

3 ．三遠南信地域の越境連携の事例 
（1）自治体間の越境連携
市町村行政における広域行政制度は、1947 年に制
定された地方自治法において、一部事務組合制度とし
て創設されたことに始まる。以後、1952 年の地方自
治法の改正により、簡便な広域行政制度として「協議
会」「機関及び職員の共同設置」「事務の委託」制度が
創設された。1974 年の地方自治法の改正では、一部
事務組合制度の中で「複合的一部事務組合制度」が設
けられた。1994 年の地方自治法の改正で、組合の新
しい形でもある「広域連合制度」が設けられている。
そして、2014 年 5月の地方自治法の一部改正で、地
方自治体相互間の協力である「連携協約制度」が新た

に規定された。その内容は、次のとおりである。
地方自治法の第 252 条の 2の条文には、「普通地方
公共団体は、当該普通地方公共団体及び他の普通地方
公共団体の区域における当該普通地方公共団体及び当
該他の普通地方公共団体の事務の処理に当たっての当
該他の普通地方公共団体との連携を図るため、協議に
より、当該普通地方公共団体及び当該他の普通地方公
共団体が連携して事務を処理するに当たっての基本的
な方針及び役割分担を定める協約（以下「連携協約」
という。）を当該他の普通地方公共団体と締結するこ
とができる」とある。
地方自治体は、他の自治体と連携して事務を処理す
るにあたっては、基本的な方針、役割、分担を定める
連携協約を締結できることになった。この連携協約制
度は、単に事務の分担だけではなく政策面での分担も
可能であり、新たな広域連携制度の仕組みでもある。
既に、地方自治法では、地方自治体相互間（行政区域・
界を越えて）の協力または共同の事務、事業の対応の
制度として、「協議会」等の規定があり、地方自治体
間の事務・事業処理の仕組みとして運用されている。
地方自治法上の制度としての協力方式には、①地方
公共団体の協議会、②機関等の共同設置、③事務の委
託、④職員の派遣、⑤公の施設の区域外設置及び共同
利用、⑥相互救済事業経営の委託、⑦長及び議長の全
国的連合組織等や消防の相互応援（消防組織法）が運
用されている。
地方公共団体の協議会の種類（性格）としては、①
管理執行協議会、②連絡調整協議会、③計画作成（策
定）協議会がある。特別地方公共団体である一部事務
組合制度、広域連合制度は、市町村間の協力連携の集
合体の機能でもある。

（2）三遠南信地域での県境を跨ぐ広域協議体の経緯
三遠南信地域での県境（越境）を跨ぐ協議体の設立
は、1970 年代に小規模自治体間での連携協議がみら
れる。1972 年の「三遠地域町村振興連絡協議会（愛
知県東栄町・豊根村・富山村、静岡県佐久間町・水窪町）
の設立。1977 年の「愛知・長野県境域開発協議会（長
野県阿南町・売木村・天龍村、愛知県豊根村・富山村）」
の設立がある。現在は、「愛知・長野県境域開発協議会」
が組織され活動を行っている。
他方、広域行政は、国の施策として、1969 年に長
野県飯田市を中心都市とする「飯伊地域広域行政市
町村圏協議会」が、1971 年には愛知県新城市を中心
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都市として「新城南北設楽広域市町村圏協議会」が、
1974 年には静岡県天竜市を中心都市として「北遠地
区広域市町村圏事務組合」が設立された。これら広域
行政圏の交流連携を図るために 1976 年には「県境三
圏交流懇談会（市町村長・議長）」が発足している。
平成の大合併を契機として広域行政制度も協議会から
一部事務組合へ、そして広域連合へと移行や市町村合
併により政令指定都市への移行等の集中と分散が進み
広域行政の仕組みも再編されている。広域行政制度は、
事務・事業の共同処理方式であり相互補完機能を持つ
ことでもある。
県境三圏交流懇談会も 2005 年で解散となった。広
域行政や手の届く範囲での連携協力（狭域連携）は、
他市町村間での補完協力関係を紡ぎだす手段であり、
目的は自地域の自立振興にあろう。表 3は、三遠南
信地域での県境を跨ぐ主な広域協議体の設立、移行、
解散の経緯をみたものである。以下で、長年にわたっ
て愛知県と長野県の県境地域で活動を行ってきた「愛
知・長野県境域開発協議会」を取り上げて、設立の背
景から現在までの活動及び果たした役割等について述
べる。

（3）愛知・長野県境域開発協議会
愛知・長野県境域開発協議会は、1977 年（S52）
12 月 9日に長野県阿南町・売木村・天龍村、愛知県
豊根村・富山村（現豊根村）の5町村により結成された。
以後、長野県根羽村、愛知県津具村（現設楽町）が加
入した。平成の大合併があった 2005 年には、愛知県
富山村・津具村が県境域開発協議会を離脱した。図 1

は、2014 年現在の協議会を構成する 5町村を示した
ものである。県境域開発協議会の設立趣意には、「愛
知・長野県境域にある町村が、相互協力、交流を通じ
て、県境地域の開発、振興を図るとともに県境を越え
新たな山村づくりをめざすために県境域開発協議会を
発足させるものである」とある。
県境域開発協議会を設立した町村に共通すること
は、地理的には長野県では最南端の地にあり、愛知
県では東北端の地にあり県境をもつ町村でもあり、
両県域からみれば縁辺部に在る。市町村界と併せて
県境界の狭間はあるものの、峠（県境）を越えての
住民の交流や生活基盤を確立するために行き交うこ
との歴史はあった。手の届く範囲での地区住民の相
互交流があり行政区画を越境して交流がなされてい
る地域でもある。
県境域開発協議会は、広域行政の一端とも読み取れ
るが、手の届く範域連携（町村連合的な緩やかなつな
がり）としての事業の共同と相互補完をおこなってい
る。以下では、県境域開発協議会の取り組みの背景と
経緯をみて行く。表 4は、県境域開発協議会を構成
している町村の住民の動向である。
県境域開発協議会設立の発起人であった故・小林文
彦豊根村長は、1977 年 12 月 9 日の設立総会で「協
議会は、運動体であり（1）共通テーマの明確化、（2）
住民からみて存在価値のある協議会、（3）5町村の主
体的、自治的な活動を行う運動体であり、山村が直面
している共通課題の解決のために、小さな自治体が連
携することで手の届く範域として、新たな山村づくり
の協議と運動をめざす」と述べている。山村地域が直

表 3　三遠南信地域の境を越えた協議・連携
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面している共通課題は、協議会の部会編成にも現れて
いる。
1977 年設立時の協議会の構成は、5町村長、5町
村議会議長である。協議会には部会が設置され、行
政、地域の経済団体、民間事業者、住民団体等が参画
している。「道路部会」「防災部会」「医療部会」「後継
者対策部会」「農林部会」「商工観光部会」「企業部会」
「教育地域文化部会」の 8部会が編成された。以後、
各部会での成果として挙げられることは、「道路部会」
では、幹線道路である県境を跨ぐ国道 151 の改良促
進事業要望・提言活動（いまだ大型車両通行不能箇所
が残る）の継続、「防災部会」では 1978 年 8月 7日
に県境域消防相互応援協定を締結している。協定の特
徴は、応援に出動した場合、一切の費用は援助町村
が負担するとある。「医療部会」では、豊根村の歯科
医が、阿南町新野地区、売木村に出張診療をする契

約が 1978 年 11 月から 10 年間にわたって締結され
た。歯科医無医地区の解消への対応である。「後継者
対策部会」では、青年層の結婚への支援活動であり町
村の結婚相談員の配置、青年層の交流会開催がある。
「農林部会」では、JA との競合ではなく、新たな農林
産品の開発と農林業後継者への支援。「商工観光部会」
では、「雪・月・花の祭り」ともいわれ地域に伝承さ
れている「祭り」を新たな観光資源として保存と活用
活動（まつりのふるさと PR版の制作、祭りイベント）、
天龍村大河内地区と豊根村間黒地区が、「霜月祭り・
花祭り」の奉納交流を行っており小地区での交流が生
まれた。「企業部会」では、農村工業導入で 5町村に
立地している企業への支援、従業員相互の交流。「教
育地域文化部会」では、住民のスポーツ、文化交流活
動がある。協議会の活動として、町村議会議員の研修
会、町村役場職員の研修交流会等の活動実績がある。
県境域開発協議会は、発足から 37年の活動実績を
もつ。現在（2014 年）の協議会構成町村は、長野県
阿南町・売木村・天龍村・根羽村、愛知県豊根村の 5
町村であり、構成員は、町村長、議会議長、副町村長、
教育長が参加している（表 5）。部会は、「道路交通部
会」「産業振興部会」「住民交流部会」の 3部会である。
協議会設立時の「防災部会」「医療部会」は体制整備
ができたことにより解散。「後継者対策部会」「教育地
域文化部会」は、「住民交流部会」に統合。「農林部会」「商
工観光部会」「企業部会」は、「産業振興部会」に統合
されている。2013 年度の県境域開発協議会の収支決
算額は、2,432 千円である。協議会の基本資金は 900
千円であり町村は、均等割 50%、人口割 50%の比率
で負担金を拠出している。部会事業等の実施には、長

図 1　現在の愛知・長野県境域開発協議会構成町村

表 4　県境域開発協議会構成町村の住民人口の状況

表 5　県境域開発協議会の変遷
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野県の補助金や協議会の繰越金が充当され運用されて
いる。
2014 年度の部会事業は、「産業振興部会」は愛知・
長野県境においでん事業（スタンプラリー、観光キャ
ンペーン、観光・農産物 PR）、「住民交流部会」はスポー
ツ交流会開催（少年野球、ゲートボール、弓道、ソフ
トバレー、マレットゴルフ）、文化交流会開催（17団
体の参加）、「道路交通部会」は、愛知県、長野県、関
東地方整備局、中部地方整備局、国土交通省、財務省
への提言要望活動であった。部会長は、副町村長が務
め継続事業活動と地域の新たな課題を取り込んだ活動
を展開している。
37 年間にわたり協議会を継続・運用している構成
町村は、県境域開発協議会の評価と展望について次の
ことを挙げている。
Ａ：緩やかな協議と活動ができる自治組織である。
国、県行政に対してはインパクトを与えている。

Ｕ：自治体の規模は小さいが、共同活動をすること
で行政職員を育てたい。

Ｔ：協議会がめざしているのは、町村間の利害を調
整するのではなく、住民が交流することが主た
る目的である。

Ｎ：県境域開発協議会を含め地域経営には、協議会
方式は多重であることが望ましい。

Ｔ：広域的な地域連携の対応も必要であるが、隣り
合う身近な町村との共同活動を継続することに
も意義がある。

広域行政制度は、町村間の事務・事業の共同処理方
式であり、協議会はその一つの仕組みである。県境域
開発協議会も呼称として “ 協議会 ” を称しているが、
発想には 5町村を一つの自治体とみなし、現行の町
村行政区画を範域内の地区として捉え、事業活動を展
開している。ここでの協議会の機能・役割は、単なる
事務・事業の共同処理ではなくて、山村づくり（住民
が暮らす地域づくり、生活の場づくり）のための中間
支援機能、シンクタンク機能、NPO 活動の役割等を
併せもつ、いわば「小さな活動の拠点機能」をもつ公
的な地域づくり機関（運動体）である。県境域開発協
議会の設立趣意は、地域の中で実践されている。

4 ．おわりに
三遠南信地域の中山間に位置する自治体を対象に聞
き取り調査を行った結果、越境した連携・交流の実態
及び連携の課題等が明らかになった。越境した連携・
交流による効果では、つながりの創出や知名度アップ、
移住者の創出等の効果があることが分かった。
一方で、交流の重要性は認識しているが、具体的な
越境連携・交流活動に繋がっていないといった課題や
連携・交流活動の継続性の課題、合併によって範囲が
拡大し、三遠南信地域内の越境的交流より同自治体内
の中山間地域と都市部との交流が優先されている現状
等があることが分かった。
また、長年にわたって三遠南信地域の県境中山間自
治体の連携を担ってきた「愛知・長野県境域開発協議
会」について、設立の背景から現在までの活動及び果
たした役割を調査した結果、県境域開発協議会は、小
域での連携であり、地域住民の交流を補完する行政界
を越えた主体を形成しており、山村づくりのための小
さな活動の拠点機能をもつ公的な地域づくり機関とし
て機能していることが分かった。
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